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該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 分析化学の基本的な考え方を身につける。⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 分析化学の学術論文を読んで理解し、その内容を他者へ紹介で
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力 きるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 分析化学の日本語論文を題材に、その形式と内容に注目しながら、論文作成の作法を学ぶ。分析化学関
連の論文を読んで理解し、その内容を紹介するための発表資料を作成する。

(5)授業のキーワ
ード

1. 自然科学に関する知識の応用
2. 化学技術の発展的技術を身につける

(6)授業計画 1. ガイダンス
2. 学術論文の形式
3. 学術論文の内容
4. 研究発表の作法
5. 発表資料の作成および検討
6. まとめ（最後の15分で授業アンケートを行なう）

(7)成績評価の方
法

出席回数が授業回数の3分の2以上の学生に対し、課題の提出1回目（3割）および同2回目（7割）による
評価を行う。成績は、秀（90点以上）、優（80点以上90点未満）、良（70点以上80点未満）、可（60点
以上70点未満）、不可（60点未満）の5段階で評価する。

(8)成績評価の基
準

評定については次の評価基準を基本としている。
秀： 授業の達成目標の水準から見て卓越している
優： 授業の達成目標の水準よりかなり上にある
良： 授業の達成目標の水準よりやや上にある
可： 授業の達成目標の水準にある
不可（D）： 授業の達成目標の水準よりやや下にある
不可（F）： 授業の達成目標の水準にない

課題に対しては、(i) 問題の設定が適切であり、(ii) その問題の背景を説明できており、(iii) その問
題にどのような課題があるのかを指摘できており、(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解
決法を適切に把握できており，(v) その上で自分の見解を提示できており、かつ、教員を感心させるレ
ベルにあれば「卓越している」。(i) から (v)の5項目を満たしていれば「かなり上にある」。4項目ま
でできていれば「やや上にある」。3項目までできていれば「水準にある」。

(9)事前事後学習
の内容

自分が発表する論文が決まったら、まずはそれをしっかりと読み、内容を理解する。わからないことが
あれば教員に質問する。要点を絞って発表内容を整理し、資料を作成する。

(10)履修上の注意 質問があれば即座に質問すること（なるべく授業中がよい）。

(11)質問,相談へ
の対応

教員研究室（理学部A棟307号室）にて随時対応する。

【教科書】 分析化学関連の学術誌である「分析化学」（日本分析化学会）を主な教材として用いる。

【参考書】 1. ベーシックマスター分析化学, 蟻川芳子・小熊幸一・角田欣一編（オーム社）
2. 基礎から学ぶ分析化学, 井村久則・樋上照男編（化学同人）
3. 基礎から学ぶ機器分析化学, 井村久則・樋上照男編（化学同人）


